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会  議  録

	会議名
	平成２２年度 第２回みよし市障がい者自立支援協議会全体会

	日  時
	平成23年3月10日（木） 13：30　～　15：40

	場　所
	みよし市立福祉センター　3階　大会議室

	出席者（敬称略）
	別紙参照

	欠席者（敬称略）
	なし

	傍聴の有無
	８人（別紙）


	発　言　要　旨

	１　あいさつ

	会長（わらび福祉園園長高濱氏）あいさつ。

「年度末の時期に集まりいただきありがとうございます。先日行われたシンポジウムにも、昨年同様多くの人の参加をいただいた。少しずつ市民に広がってきていると実感しているが、広いみよし市なので、隅々まではまだ行き届いていない。皆さんが協議会の一員として、今後も啓発に努めていただけるとありがたい。最近よく言われるコラボレーション、福祉業界では協力して働く協働、共に生きる共生という意味で使われる。皆が知恵を出しながら、同じ方向を目指して頑張ろうということ。自立支援法の改正法案では、自立支援協議会の位置付けも明記。来年６月頃には方向が出ると期待している。今日も議題はたくさんあるが、じっくりと審議いただきたい。」

	健康福祉部長あいさつ。

「通常業務がお忙しい中、みよし市障がい者自立支援協議会全体会に来てくれたことへのお礼。先日のシンポジウムにおける各機関の協力にお礼。各会議では各機関同士が頻繁に顔を合わせ、みよし市の障がい者福祉の充実に向けて熱心な話し合いが行われている。今年度中（平成２３年３月２９日）に就労支援部会が新たに設置されることとなった。

ニーズ調査で出てきた地域課題に対応する事業として、特別支援学校高等部生徒への相談会、中学校進学を控える障がい児のケース検討などを行った。このように、課題の解消に向けてすぐに取り組めることについては取り組んでいるが、今後は課題の整理などが必要である。

今回の全体会では、平成２２年度の事業報告をする中で、自立支援協議会の現状と課題を各機関で共有し、今後、自立支援協議会では何をしなければならないか、何をすべきかというような、今後の方向性についてのご意見をいただきたい。

今後も、みよし市の障がい福祉の課題解決のために関係機関が連携し、みよし市が障がいがあってもなくても当たり前に暮らせるまちになるよう、皆様のご協力をお願いしたい。

	２　議題　（１）平成２２年度のみよし市障がい者自立支援協議会について

	「運営協議会の事業報告（現状と課題）」について、事務局である福祉課清水主事より説明。（資料Ｐ２～４参照）「全体会で今後の運営協議会運営についてのご意見を伺いたい。」

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	ひかりの丘

森下氏
	運営協議会で、各部会からあがってきた課題を取り上げ、具体的なテーマ、緊急時の対応や住居の問題など、運協でまとめて、全体会に提出してもらえるとよい。その方法を全体会の場で精査して、施策等に提言などもできると、自立支援協議会の役割も明確になるのでは。

	「心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）」について、事務局である福祉課清水より説明。（資料Ｐ５～１０参照）「ケース検討で出てきた登下校の問題についてのご意見を伺いたい。」

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	教育委員会

佐久間氏
	ケース検討の中で、出てきた問題。登下校時は親や先生など大人の目が離れる。毎日のこと。登下校の時に見守ってくれるものがあればということで出てきた意見。連携ができることで、不安が少し解消する。新しいことには予算は必要だったりするが、今ある資源を生かすことで、困っている子が救われる。資源活用の意見が部会で出た。それを全体会にあげて、協議会の意見として関係部局に調整を図れれば、自立支援協議会の役割として価値にもなる。

	手親会長

小川氏
	登下校の見守りを行っている人はたくさんいる。通学時間など、どこまでの情報を流すのかという課題もあるが、つきっきりのサポートでなく、ところどころのポイントの把握でよい。縦割りの中で連携は難しいが、それを話し合うのが自立支援協議会では。

	圏域バイザー

阪田副会長
	この話を聞いたとき、まさしく連携が必要だと感じた。関係機関が集まり、当事者の行きづらさをなくしていくために、話し合ったり情報共有したりするのが協議会の場。このような話は、どのようにして担当部局に持っていくか。

	福祉課

伊藤課長
	職員間で話をすることは容易であるが、自立支援協議会で出された意見として扱えば、市長が掲げる市民との協働という観点からも意義があるように思う。他部局への話については、全体会の場で意思統一を図り、協議会長名を持って要望等いただければ話はしやすい。

	発達センター

松野氏
	今回、提案されているのは知的障がいがある児童についてであるが、身体に障がいのある児童の登下校についても考える必要がある。通学団で一緒に行くことが難しかったり、遠くても自転車に乗れなかったりして、現状は保護者の送迎がほとんど。この問題についても考える必要がある。

	圏域バイザー

阪田副会長
	①担当部局への話をしに行くにあたって、協議会として意思統一を図り、協議会長名でお願いしていいかどうか、②身体に障がいのある児童についての送迎の問題についても考えるべき、という２つの論点。２つめは、運営協議会等で考えるとして、１つめについての意見は。

	福祉課

清水主事
	他部局へ話をしにいくにあたり、協議会長名があると、問題を考える共通認識を持ってもらったり、協議会の存在を知ってもらう意味でも効果があると思う。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	発達センター

松野氏
	就学にあたって登下校は大きな問題になる。国で議論されている合理的配慮にもあたり、この問題について市でも検討していただきたいということを、自立支援協議会としてお願いすることは賛成である。

	わらび福祉園

高濱会長
	他に意見もないようですので、この問題については、参加構成員に理解していただけたということで、事務局に整理をお願いしたい。

	この後、事務局である福祉課清水主事より、人材育成の取り組み（研修）と来年度のスケジュールについて説明。（資料Ｐ９～１０参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	発達センター

松野氏
	自立支援法の改正もあって、障がい児通園施設の支給決定は市町村がおこなうこととなる。そのことについての議論も、児部会で触れられたらいいのではないかと思う。

	「就労支援部会準備会の事業報告（現状と課題）」について、就労支援部会準備会リーダーであるわらび福祉園の山口氏より説明。（資料Ｐ１１～１４参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	教育委員会

佐久間氏
	教育委員会が参入させていただく。県としても、小学校に入るときと中学校を出るとき（入り口と出口）が大事で、この分部の支援をしっかりやっていかなければならないとしている。市としても今年度から教育支援センターを設置した。こちらでも対象年齢を０～１５歳に広げられないかということで、モデル的に取り組んでいる。教育委員会としては、就労だけではなく進路をどう支援するか。特別支援学級に在籍している子、普通学級に在籍していて診断が付いている子は、一般の高校や専門学校に進学する子もいる。その支援をどこがどのように行うか。まずは相談を受けることからであるが、受けるだけでもいけない。教育としては、進路を支援するという観点から、部会に参加して就労について教えていただき、反対に学校現場の実状を伝えていきたい。高校の進学（進路指導）にあたっては、中学校の担当教諭が四苦八苦しながら取り組んでいる。市内で情報を共有し、その情報を活用できるようになればよい。就労支援部会はこれから始まるところ。連携をとりながら一緒に考えていきたい

	わらび福祉園

高濱会長
	事業主の話を聞くと、知的障がい児については、働く意欲の部分を支援するのが難しいと言う。意欲については、学校教育の分野から取り組みに期待している。我々としては、情報を引き継いで、きちんと支援を繋いでいく必要がある。

	豊田養護学校

佐藤氏
	教育委員会の参入に期待。肢体不自由があって高等学校に行く子も増えてくる。高校へ行く支援が必要な子の補助教諭の問題。学校現場の問題かもしれないが、就労支援部会でなくとも話し合う必要がある問題。様々な問題が出てくることが予想されるが、まずは就職という目標のために一緒に考えていけたらと思う。

	わらび福祉園

山口リーダー
	我々としては、学校教育の情報が乏しく、教育側の現状を知るいい機会と考えている。部会では、就労に関して、ライフステージごとではなく重なりあうシステム作りを目指している。知恵を貸していただきたい。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	三好養護学校

三輪氏
	卒業生には、企業で働くことが難しい子も多い。その子たちの進路としての福祉的就労先についても含めて、部会で考えて欲しい。高等部生徒への相談事業が始まり、とてもありがたいが参加人数が少ない。学校側としても周知していきたい。地域の中学校から高等部にきた子は３年間を過ごすが、働く意欲を身に付ける、高めるには時間がとても短い。早い段階で取り組んでもらえるとありがたい。部会では一緒に考えていきたい。

	手親会長

小川氏
	我が子も、中２と小６だが、就労に対する意識はまだなく、楽しく学校に行くということで精一杯。就労に対する意欲、意識付けも必要だが、時期とバランスの見極めが大事。学校に行くのが嫌にならないように、その点も視野に入れる必要がある。

	圏域バイザー

阪田副会長
	就労支援部会が設置されるわけだが、実態把握をどうするかという課題に対しての意見をいただきたい。

	ひかりの丘

森下氏
	近隣市町の情報収集。市の境界線付近の企業の情報なども重要。障がい者雇用を熱心にしている企業のリストアップをし、企業イメージのアップにもつなげていけるとよい。こちらからPRに協力できるような、お互いにとってメリットのある方策を考えられるとよい。

	発達センター

松野氏
	定時制、通信制の高校に通う子も県内に６０００名いる。中には障がいのある子もいるが、先生方は卒業後の心配をしている。福祉は何をしてくれるのか知りたい。この部分の支援についても視野に入れて考えるべき。

	「相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）」について、相談支援連絡会リーダーである生活支援センターひかりの丘の戸村氏より説明。（資料Ｐ１５～２１参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	ひかりの丘

戸村リーダー
	ニーズ調査で児童の保護者から多く出される日中一時支援（障がい児タイムケア）事業の事業所数の増加についてと、来年度の相談支援連絡会について、構成員の意見を伺いたい。

	発達センター

松野氏
	障がい児タイムケアの話は、保護者からもよく聞かされる。国の動向で言うと、厚生労働省も放課後支援のことを考え始め、H２４．４から制度改正がある。この改正で事業所が参入しやすくなるようになるのではないかと思われるので、その動向もチェックしながら取り組んでいくことが大事なのではないか。この課題は発達センターとしても検討すべき問題として考えている。

	わらび福祉園

高濱会長
	身体障がい分野は、身内同士や民生委員が聞くことも多い。障がい者相談支援事業との接点はあるのか。精神障がいの分野や委託事業所、社協の状況は。

	ゆうゆう会

島田氏
	精神障がいは、毎週、サン・クラブさんと希望さんが市内に出張で来てくれているので、そこを利用させてもらっている。

	高濱会長
	いろんな相談の網を張って、漏れのないようにしなければならない。

	希望

小林氏
	サン・クラブと希望も精神障がいの相談に対応しているが、３障がいで対応している相談支援事業所での精神障がいの相談対応の状況は。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	ひかりの丘

戸村リーダー
	精神障がいの方からの相談もゼロではないが、まだまだ未熟であることも事実。勉強しながら対応。その勉強の方法の１つとして、来年度の相談支援連絡会の中で、精神障がいの当事者支援・相談支援事業の報告を受け、相談支援専門員同士で情報を共有しながら取り組んでいけたらと考えている。

	発達センター

松野氏
	自立支援法改正案の中では、基幹相談支援センターについても市町村で設置できることとされている。基幹相談支援センターをどのように捉えるかということも含め、みよし市としても今後の相談支援のあり方を考えながら、取り組んでいかれることが大事ではないかと思う。

	しおみの丘

松平氏
	しおみの丘も相談支援に取り組んでおり、日中一時支援（障がい児タイムケア）事業の不足はよく耳にする。しおみの丘としても、来年度開始に向けて今、準備しているところである。また、毎月は難しいが、土曜日にも余暇的な内容での日中一時支援事業の開始も予定している。市内事業所でこの課題についても話し合う場ができればよい。

	みよし市社協

吉田氏
	相談支援事業所ではないが、地域福祉の担い手として、色々な相談を受けている。障がい福祉の関係については、出来るかぎりの対応を考え、相談支援事業所に情報を提供するなど、次に繋ぐ支援、窓口役として機能している。

日常生活自立支援事業の相談にも対応。豊田市の社協と連携している。相談の切れ目がないよう、社協職員としても自立支援協議会に参加している。

	（２）みよし市障がい者相談支援事業について（資料P２２～２３参照）

	　１、今後の障がい者相談支援事業（案）について、福祉課の加藤障がい係長より説明。「来年度、拡充の方向で準備を進めている。また、質の向上のため、経験豊富な方からの指導・助言を受ける機会も設ける予定。」

２、精神障がい者相談支援・当事者支援事業について、福祉課の伊豆原主事より資料をもとに説明。

３、精神保健福祉ボランティア育成事業について、福祉課の伊豆原主事とサン・クラブの柴田氏より説明。「保健所主催で開かれているが、みよし市ではここ１０年程開催されていないため、市独自で企画、開催することとなった。来年度は保建所もみよし市で開催していただきたい。」

４、精神障がい者家族会支援事業について、福祉課の伊豆原主事と希望の小林氏より説明。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	サン・クラブ

柴田氏
	ボラ育成事業の委託を受け、５回の講座を開催した。精神科医から疾病や障がいの話、みよし市における福祉サービスの話、豊田市でボラ体験してる方の話、事業所での体験実習、参加者の振り返りで５回。最後には講座全体の振り返りを参加者同士で話し合った。参加者数は８名。ボラ活動の意欲がとても高く、以前もボラ活動をしていた方もいた。年齢層は年配が多い。定年後に地域でなにかしたい、講座終了後にも何かしたいという声も聞かれ、なにからどのように活動していけるとよいか、方向性を福祉課とも相談し、まずは近隣のボラグループの活動を聞きに行くこととなった。その後の動きは未定である。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	希望

小林氏
	家族会支援事業の委託を受け、１２月から月に１回開催し、３回が終了した。希望は、みよし市での活動を初めて２年が過ぎ、家族会が当事者を支えてきて疲れているという実態に疑問を持っていた。今年度は家族会支援の委託を受け、当事者が元気になるためにまずは家族が元気になってほしいという思いから、家族が元気になる懇談会を開催している。今まで出会わなかった家族からも、自己紹介をかねてそれぞれ丁寧に本音で話してもらい、課題にも気付かされた。また、相互支援、支えあう家族会になれたらよいという思いから、学習会を提案し、テキストを使って進めている。家族にとって、子の病気を振り返るのはつらいこと。しかし、その現実の中から取り組めることはなにか考える機会になった。今のみよし市には、精神障がいの方たちのニーズや実態をきちんとつかんだ上で、市内に事業所ができるということがとても重要で必要。

	教育委員会

佐久間氏
	精神障がいのことは関心を高めなければならない分野。若年で発症された方は、小・中学校とどのように過ごしたのだろうとか、どのようなケアが必要なのかということ、また、不登校や引きこもりの問題もある。その他、児童・生徒の家族が精神疾患を患っていて療育がうまくいかないケースなど、精神障がい者の支援事業と教育の連携は重要となってくる。ネグレクトや児童虐待、いじめ、不登校の対策にも直結してくる。機会を見て情報交換させていただきたい。

	（３）今後のスケジュール（案）について

	　平成２３年度のスケジュール（案）について、事務局である福祉課清水主事から説明（資料P２４参照）。変更点として、全体会を３回に増やしてより検討・協議の時間をもちたいこと、自立支援協議会構成員の障がい者福祉計画の審議会への参加、自立支援協議会のPRイベントの時期を秋頃にしたいことなどがある。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	わらび福祉園

高濱会長
	構成員からの意見もないようですので、今回示された方向性とスケジュールに沿って進めていきたい。詳細については運営協議会で調整してもらう。

	圏域バイザー

阪田副会長
	今回の全体会は、前回の反省も踏まえ、協議・検討の時間に多くの時間を割いたつもり。評価というか、感想は。

	手親会長

小川氏
	資料を事前に送付いただき、読んで会議に臨めば詳細の説明はいらないと提案させていただいた。改善ありがたい。しかし、全体会に参加して、どこへ向かっていくのか見えないままに終わっていくということが少しさびしい。具体的にやること、やりたいことについての時期も明確になるとよいのでは。協議会ができて３年。どんな効果があがったかということも普通に話ができるようになったと思う。この先の成果にも期待したい。

	圏域バイザー

阪田副会長
	相談支援事業だけに関して言わせてもらっても、３年で委託費大幅アップは確実な進歩。協議会の効果として評価してもよい。精神障がいの分野は議論が足りていないこと、就労支援は教育の分野からということなど、いろんな問題がリンクしてくる。その意味で全体会での議論は大事。意識付けて取り組みたい

	３　その他（各機関からの連絡事項）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	サンタ工場

寺澤氏
	来年度から市役所近くの店舗を改装して、新たな事業展開。１階を甘味処と駄菓子屋にして就労継続支援を、２階を地域活動支援センターとして行い。地域の方との交流の場として活用していきたい。保護者やボランティアの方の力を借りながら、現在、整備を進めている。駄菓子屋は５月オープン予定。甘味処は１年くらいかけてじっくりと。

	わらび福祉園

高濱会長
	来年度からみよし市の養護学校卒業生が７名入る。その受け皿として、就労継続支援B型で定員１０名増員。就労移行支援も展開していて、うまくいけば４～５名就職できるが、戻ってくる方もいる。なかなかうまくいかない。いずれにせよ定員は増やす。H２４年度も利用者を受け入れたいと考えている。

	　貴重なご意見、ご提言、情報提供がたくさん出された。今後の協議会運営に反映させていく。

　以上で、平成２２年度第２回のみよし市障がい者自立支援協議会全体会を閉会させていただく。

どうもありがとうございました。（事務局　伊藤福祉課長）


－閉会－

